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上
田
地
域
定
住
自
立
圏

◆
上
田
地
域

　

定
住
自
立
圏
構
想

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
や
人
口

減
少
を
背
景
に
、
特
に
地
方
を
取
り

巻
く
環
境
が
一
層
の
厳
し
さ
を
増
す

中
、
行
政
は
市
町
村
の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
に
と
も
に
手
を
携
え
、
地
方
へ

の
人
の
流
れ
を
創
出
し
、
だ
れ
も
が

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
上
田
市
、
東
御
市
、

青
木
村
、
長
和
町
、
坂
城
町
、
立
科

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
住
民
の
皆
さ

ん
が
市
町
村
域
を
越
え
て
往
来
し
、

相
互
に
恩
恵
を
享
受
す
る
土
壌
が
形

成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、一
つ
の
都
市
圏
域（
定

住
自
立
圏
）と
し
て
、
圏
域
全
体
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
魅
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
上
田
市
と

５
市
町
村
が
医
療
、
教
育
、
産
業
振

興
、
地
域
交
通
、
人
材
育
成
な
ど
の

幅
広
い
分
野
の
施
策
に
つ
い
て
、
役

割
分
担
の
も
と
連
携
し
て
取
組
む
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
を
昨
年
の
７
月

に
締
結
し
、
本
年
４
月
か
ら
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

◆
嬬
恋
村
と
の
新
た
な
協
定
締
結

　

群
馬
県
吾あ
が

妻つ
ま

郡ぐ
ん

嬬つ
ま

恋ご
い

村む
ら

と
上
田
市

は
県
境
を
越
え
ま
す
が
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
圏
と
し
て
は
、買
い
物
、

医
療
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
様
々
な
面
で

往
来
が
あ
り
、
上
田
市
と
嬬
恋
村
が

施
策
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
相
互
に
生
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
嬬
恋
村
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
ブ

ラ
ン
ド
産
地
で
あ
り
、
温
泉
や
高
原

な
ど
、
多
く
の
魅
力
的
な
観
光
資
源

を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
従

来
の
６
市
町
村
に
よ
る
定
住
自
立
圏

の
枠
組
み
に
、
県
境
を
越
え
て
新
た

に
嬬
恋
村
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
よ

り
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
せ
る

こ
と
と
な
り
、
圏
域
全
体
の
魅
力

ア
ッ
プ
と
更
な
る
発
展
の
可
能
性
が

広
が
り
ま
す
。

　

今
回
の
新
た
な
協
定
締
結
よ
り
、

真
田
氏
を
生
か
し
た
観
光
振
興
を
は

じ
め
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
地
域
交
通

対
策
、
公
共
施
設
利
用
促
進
な
ど
７

つ
の
項
目
に
連
携
し
て
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。

◆
立
科
町
と
の
変
更
協
定

　

北
佐
久
郡
立
科
町
は
、
上
田
市
と

は
通
勤
・
通
学
な
ど
の
面
で
密
接
な

つ
な
が
り
が
あ
る
た
め
、
既
に
昨
年

定
住
自
立
圏
の
形
成
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
変
更
協
定
に
よ
り
、
新
た

に
子
育
て
環
境
の
充
実
や
公
共
施
設

利
用
促
進
の
２
つ
の
項
目
を
追
加

し
、
さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

左から、羽田長和町長、花岡東御市長、小宮山立科町長、母袋上田市長、熊川嬬恋村長、宮原青木村長、山村坂城町長

新
た
に
嬬
恋
村
と
協
定
・
立
科
町
と
変
更
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

10
月
９
日
、
上
田
市
と
嬬
恋
村
は
、
圏
域
を
構
成
す
る
市
町
村
長
立
ち
合
い
の
も
と
、

新
た
に
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
調
印
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

嬬恋村と上田市の調印
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◆上田地域定住自立圏の範囲

　  政策企画課　TEL23・5112

嬬恋村

草津町

長
野
原
町

（写真：豊かな自然に囲まれたキャベツ畑）

愛妻の丘から浅間山を望む

浅間山の溶岩によってできた「鬼押出し」

◆群馬県嬬恋村
　群馬県の北西
部に位置し、東
は長野原町・草
津町に、西・南・
北の三方は長野
県に接する、人
口約１万人、面
積約337㎢の村
です。万座温泉・
鹿
か

沢
ざわ

温泉・浅間
高原・バラギ高

原・白根高原などの温泉、名所があり、軽井沢町などと接す
る自然豊かな観光地で、鬼

おに

押
おし

出
だ

し園はかつての浅間山の大噴
火の激しさを伝える奇形奇岩の景勝地として多くの観光客が
訪れています。
　また、嬬恋村は嬬

つま

恋
ごい

の名前の由来にちなみ、“愛妻の聖地”
としてPRを行っており、妻に愛を叫ぶ「愛妻の丘」が整備さ
れています。
　さらに、嬬恋村は全国一の夏秋キャベツの産地として有名
です。かつては鳥居峠を越え、上田市を通って全国にキャベ
ツが出荷されていました。今では交通網の整備により、日本
のキャベツの総出荷量の30％を占め、夏秋シーズンでは首
都圏で販売される80％近くが嬬恋産となっています。

◆上田市とのつながり
　戦国時代に真田氏の
領地であるなど、歴史
的には真田氏を通じた
つながりが深く、最近
は、真田街道推進機構
などを通じ、連携して
観光キャンペーンを
行っています。江戸時
代には、上州と信州を
結ぶ街道や宿場が整備され、多くの人々が嬬恋村と上田市を
経由して東山道に入りました。
　また、住民生活では信州上田医療センターに年間を通じて
1,000人以上の受診者がおり、市立産婦人科病院での分娩の
ほか、上田市内の病院を利用される方も多く、また、真田地
域に真田図書館が開館したことなどを受けて、上田地域の図
書館も利用されています。　　　　　　　　　　

●嬬恋村はどんなところ

至軽井沢町

至上田市

至東御市
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11
月
11
日
〜
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

市
税
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す

　

11
月
11
日
㈰
か
ら
17
日
㈯
ま
で
の
一
週
間
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
施
設
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
、
社
会

保
障
の
充
実
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
税
」は
、
こ
う
し
た
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
財
源
で
、
わ
た
し
た
ち
が
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

日
ご
ろ
、
市
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
内
容
に
つ
い
て
、
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固定資産税
（土地評価、都市計画税）

Ｑ１　固定資産税とはどういう税金ですか？
Ａ１　固定資産税は、毎年１月１日に、土地、家屋、償却資産を所有して

いる人に納めていただく税金です。
Ｑ２　税額はどのように算出されるのですか？
Ａ２　まず固定資産の評価額を決定します。次にその評価額を基に納めて

いただく税額の基礎となる課税標準額を算出し、税率を乗じて税額
が算出されます。

Ｑ３　土地の評価はどのように行うのですか？
Ａ３　土地の評価は登記上の地目にかかわりなく、その年の１月１日の“現

況地目”で評価します。また、宅地については地価公示価格などの
７割を目途に評価しています。

Ｑ４　住宅を取り壊して駐車場にしたら税額が上がりましたが、なぜで
しょうか？

Ａ４　住宅の敷地となっている土地は、１戸につき200㎡まで固定資産税
は６分の１、都市計画税は３分の１に減額される特例があります。

　　　住宅を取り壊したことにより家屋部分の税金は無くなりますが、土
地の特例が適用されなくなるので、土地部分の税額が上がることに
なります。

Ｑ５　都市計画税とはどういう税金ですか？
Ａ５　都市計画税は、都市計画区域内にある土

地および家屋を所有している人に納めて
いただく目的税で、都市計画事業や土地
区画整理事業に活用されます。納税通知
書は固定資産税とあわせた金額になって
います。

Ｑ１　11月１日に軽自動車を譲り受けましたが、税金はどうなりますか？
Ａ１　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に、その年度の軽自動車

税が課税されます。軽自動車税には月割り制度がありませんので、
４月２日以降に所有された場合は翌年度からの課税となります。

Ｑ２　既に車を手放しているのに、なぜ軽自動車税がかかるのですか？
Ａ２　名義変更や廃車手続がお済みでない

と、いつまでも軽自動車税がかかり
ますので、手続をお願いします。

Ｑ３　身体障害者手帳を持っていますが、
軽自動車税は減免になりますか？

Ａ３　障害等級などの基準がありますの
で、税務課までお問合せください。
また、減免になるのは、普通車（県税）
も含め一人１台です。

軽自動車税 　諸税係　  1286

　土地係　  1287
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Ｑ１　家を建てると固定資産税がかかりますが、いつから納税するのですか？
Ａ１　固定資産税は基準日となる１月１日の所有者を納税義務者として、その年の４月から課税されます。
Ｑ２　家屋の評価はどのように行うのですか？
Ａ２　税務課の職員が家屋評価にお伺いし、家屋に使用されている資材や設備に応じて再建築費を求め、経年に

よる補正などを行い評価額を決定しています。
Ｑ３　新しく家を建てたときは減免されると聞きましたが…。
Ａ３　新築家屋では、専用住宅の場合50㎡以上280㎡以下の物件で、固定資産税が最大120㎡まで２分の１に減

免されます。減免期間は通常３年間ですが、長期優良住宅※の場合は５年間になります。
　　　（※長期優良住宅：構造躯

く

体
たい

の劣化対策、耐震性、維持管理・更新の容易性、可変性、バリアフリー性、
省エネルギー性の性能を有し、長期にわたり良好な状態で使用するため
の措置が講じられた優良な住宅）

Ｑ４　家を取り壊した時は何か手続が必要ですか？
Ａ４　滅

めっ

失
しつ

登記が必要になりますが、登記されていない建物は「家屋取り壊し届
出書」を税務課に提出してください。

Ｑ５　この他にも重要な手続はありますか？
Ａ５　家屋の被災、バリアフリー・省エネ住宅・耐震住宅改修などの際は、減

免される場合がありますので税務課へお問い合せください。

Ｑ１　昨年退職して今年は収入がないのに、市・県民税の納税通知書が届きました。なぜですか？
Ａ１　市・県民税は、前年の所得に対して課税されますので、今年は収入がなくても課税されることになります。
Ｑ２　扶養控除などの見直しが行われましたが、その内容はどのようなものですか？
Ａ２　平成24年度から、児童手当（旧子ども手当）が受給できる16歳未満の者の扶養控除が廃止されました。また、

高校授業料無償化に伴い、16歳以上19歳未満の扶養控除は上乗せ部分の12万円が廃止されました。
Ｑ３　配偶者や扶養親族にパート収入などがある場合、配偶者控除や扶養控除の適用は受けられますか？
Ａ３　所得金額が38万円以下であれば配偶者控除や扶養控除の対象となります（給与収入額が103万円の場合、

65万円を引いた38万円が所得金額になります）。
　　　また、給与収入額が141万円未満であれば、配偶者特別控除を受けられる場合があります。
Ｑ４　収入がなくても市・県民税の申告は必要ですか？
Ａ４　収入がなかった人でも、国民健康保険税や介護保険などの保険料の決定、国民年金や児童手当の受給、保

育園の入園など、申告に基づいて証明書を発行するために必要になる場合があります。
Ｑ５　夫の健康保険の扶養に入っています。市･県民税の扶養対象にはならない

といわれましたが、なぜですか？
Ａ５　健康保険の扶養は、その種類に応じて税の扶養とは別の基準によって判定

されることがあります。一方、市・県民税の扶養控除は、合計所得金額が
38万円（給与収入で103万円）以下の場合に対象となります。

個人市民税

固定資産税
（家屋評価）

◆市税などの納付は便利で確実な口座振替で！
　  収納管理課　TEL22・4100　  1305

　市民税係　  1283

　家屋係　  1296

　  税務課　TEL22・4100
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情報ぴっくあっぷ

6

　  公園緑地課　TEL23・5134

第６回上田市花と緑のまちづくりコンクール
花と緑で彩られた美しい地域を目指してお知

らせ

受賞者名（敬称略）
◇団体（50㎡未満・プランター）の部
最優秀賞　和子自治会ふれあいの会
優 秀 賞　木町分館花育てタイ
奨 励 賞　富士見台みどりの仲間

◇団体（50㎡以上）の部
最優秀賞　下本郷地区花と緑の
 街づくり協議会
優 秀 賞　保野長

ちょう

生
せい

会
奨 励 賞　しなの木会・上沢子供会

◇個人の部
最優秀賞　川上好夫
優 秀 賞　村田由美子
優 秀 賞　黒澤朝

あさ

男
お

◇学校の部
最優秀賞　長小学校
優 秀 賞　第五中学校
優 秀 賞　塩川小学校

　第６回となる今年は、それぞれの部門からあわせて51件の応募がありました。８月24日に一次（書類）審査を、９月６日
に二次（現地）審査を行い、個人を含む12団体を選定し、10月17日に丸子地域自治センターで表彰式を開催しました。

和子自治会ふれあいの会 下本郷地区花と緑の街づくり協議会 川上好夫宅

長小学校

　山本鼎
かなえ
が、お手本どおりではなく自分らしさを版画で表現しようと考案した「創作版画」

を、年賀状づくりを通して体験する教室です。

親子版画年賀状教室
オリジナル版画年賀状づくりを体験講座

教室

日　時 　12月１日㈯・２日㈰・８日㈯午前９時～午後３時
場　所 　山本鼎記念館１階講習室
内　容 　木版、ゴム版と切り取り紙版で版画年賀状づくりを体験します。自分らしいオリジナル

版画年賀状をつくって、送ってみましょう。
講　師 　青島洋

よう

祐
すけ

氏（元上小美術教育研究会会長）
対　象 　小中学生とその保護者、子どもだけでの参加も可
定　員 　30名（先着順で親子優先）
参加費 　子ども300円、保護者600円（当日徴収）
持ち物 　彫刻刀、カッターナイフ、はさみ、のり、年賀状、筆記用具（4B鉛筆含む）、ぼろきれ、

古新聞、昼食、水筒など飲み物
その他 　出来上がった版画年賀状は、平成25年１月４日㈮～14日（月・祝）まで開催する「親子版

画年賀状教室作品展」に出品します。
申し込み 　11月10日㈯～18日㈰に電話で山本鼎記念館へ。
　山本鼎記念館　TEL22・2693



tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センターtel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所
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ホタルの発生情報を掲載
「ホタルマップ2012」が完成しました

お知
らせ
　今年も、市民の皆様のたくさんの情報提供のおかげで
「ホタルマップ2012」が完成しました。情報をお寄せ頂い
た皆様、ありがとうございました。
　「ホタルマップ2012」は、市内小中学校、ホタル関係団
体、情報提供者に優先的に配布しています。希望者にも
配布していますが、数に限りがありますので、希望する
場合は下水道課にお問い合わせください。
　ホタルの発生情報のみを掲載した「ホタルマップ《縮
小版》」は各地域自治センター下水道担当課にあります。

「排水口の向こうにホタルが
見えるで賞」を受賞しました
第５回
いい川・いい川づくりワークショップ

お知
らせ

　９月22日・23日、国立オリンピック記念青少年総合セ
ンターで行われた「第５回いい川・いい川づくりワーク
ショップ」で、「ホタルマップ」が、グランプリ、準グラ
ンプリに次ぐ入賞を果たしました。
　「いい川・いい川づくりワークショップ」とは、いい川・
いい川づくりとは何かを探るため、市民・行政・研究者
達が集まり、全国各地の様々な取組を互いに紹介しなが
ら討論を重ね、優秀な取り組みを表彰していくという公開選考方式のワークショップで、当日は全国から30団体の応募が
ありました。
　ホタルマップは、「ホタルマップで下水道の見える化」と題して発表を行い、選考委員から高い評価を得て、「排水口の
向こうにホタルが見えるで賞」を受賞しました。

　  下水道課　TEL23・5128

日　時 　11月10日㈯
 式典／午前９時30分～
 模擬店／午前10時～午後３時
場　所 　室賀温泉ささらの湯、そば処ささら亭、
 農産物直売所
内　容 　室賀地区産の新そば（もりそば・かけそばのみ）の特

別価格での販売、秋野菜の大特売、模擬店での焼き
鳥、トッカン、そばすいとん、乾物などの販売とバ
ザーの開催。室賀の里豊年太鼓の演奏、室賀保育園
児の遊戯、消防団のラッパ吹奏など

　室賀活性化組合（JA室賀店内）　TEL31・2009

ささらの湯新そば祭
おかげさまで15周年催

し

日　時 　11月17日㈯・18日㈰午前10時～午後３時
場　所 　武石観光センター
内　容 　もりそば、かけそば（各500円）、
 つきたてのお餅の販売など
　武石観光センター　TEL86・2003

武石新そば祭り
地元産そば粉を使用催

し
　武石地域で今年採れたそば粉を使い、地元の名人が打
つ手打ちそばを楽しみ味わいませんか。詳細はお問い合
わせください。
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

土
地
家
屋
調
査
士
の

無
料
相
談
会

　

土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
土

地
建
物
に
関
す
る
登
記
な
ど
で
お
悩
み
の

方
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

（
相
談
時
間
／
１
件
30
分
以
内
）

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階
真
田
の
間

●
申
し
込
み　

電
話
で
長
野
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
事
務
局
へ（
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
）。

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
日
時　

11
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

ア
リ
オ
上
田

　

長
野
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
８
・
１
４
１
４

女
性
対
象
の
暮
ら
し
の
中
の

悩
み
ご
と
相
談

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
、
子

ど
も
同
士
の
い
じ
め
、
家
庭
内
の
悩
み
ご

と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
後
1
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
丸

子
解
放
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

は
か
り
の
無
料
精
度
診
断

　

血
圧
計（
デ
ジ
タ
ル
式
を
除
く
）、
体
温

計
、ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー

ル
の
無
料
精
度
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
は

か
り
の
種
類
に
よ
り
、
検
査
設
備
の
都
合

上
、
診
断
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

期　日 時　　間 場　　所

11月26日㈪
午前９時30分～ 11時30分 市役所南庁舎５階第３会議室

午後１時30分～３時30分 丸子ふれあいステーション
３階会議室

11月27日㈫
午前９時30分～ 11時30分 市役所南庁舎５階第３会議室
午後１時30分～３時30分 武石公民館第１会議室

11月28日㈬
午前９時30分～ 11時30分 市役所南庁舎５階第３会議室
午後１時30分～３時30分 真田中央公民館第２会議室Ａ

11月29日㈭ 午前９時30分～正午
午後１時～３時 市役所南庁舎６階千曲の間

11月30日㈮

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

第
26
回

丸
子
地
域
消
費
生
活
展

　
「
安
全
・
安
心　

消
費
者
が
主
役
」
〜

共
に
考
え
よ
う　

こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
〜

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容　

参
加
団
体
に
よ
る
活
動
発
表
や

バ
ザ
ー
な
ど

●
持
ち
物　

エ
コ
バ
ッ
ク（
記
念
品
持
ち

帰
り
用（
数
量
限
定
））

　

丸
子
地
域
消
費
生
活
展
実
行
委
員
会

事
務
局（

市
民
生
活
課
内
）

　
　

TEL
42
・
１
２
１
６

健
康
な
母
体
づ
く
り
の

た
め
の
講
演
会

　

産
婦
人
科
医
師
が
、
妊
婦
健
診
の
重
要

性
、
妊
婦
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
大

切
さ
、
タ
バ
コ
が
赤
ち
ゃ
ん
に
及
ぼ
す
影

響
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
21
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き･

健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

現
在
妊
娠
中
の
方
や
妊
娠
を
考

え
て
い
る
方
、
関
心
の
あ
る
方

●
申
し
込
み　

11
月
19
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ（
託
児
は
11
月
９
日

㈮
以
降
受
付
。
先
着
６
名
）。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

山
の
木
、
剪せ
ん

定て
い

枝
、
も
み
殻
な
ど
を
燃

料
に
で
き
る
高
効
率
で
誰
に
で
も
簡
単
に

作
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
原
理
を
学

び
な
が
ら
作
り
ま
す
。
完
成
品
は
希
望
者

に
５
０
０
０
円
で
お
譲
り
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

お
知
ら
せ
／
催
し

今
月
の
表
紙

　10月８日、武石総合グラウンド
で、たけしスポーツクラブ主催の
第２回たけし運動会が開催されま
した。
　これは、スポーツで汗を流し、
活力あふれる元気な「たけし」であ
りたいとの願いで昨年から始まっ
たもので、今年度は、市のわがま
ち魅力アップ応援事業の採択を受
けての開催となりました。当日は、
秋晴れの運動会日和。表紙写真は
競技を見ている人に仮装してもら
い、一緒にゴールする「心をひと
つに」という種目のゴールの瞬間
で、仮装で走る姿に会場は大いに
盛り上がっていました。

第２回たけし運動会
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

午
後
３
時
30
分

●
場
所　

市
民
の
森

●
持
ち
物　

軍
手
、
昼
食
、
飲
み
物
、
作

業
が
で
き
る
服
装
な
ど

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
定
員　

先
着
20
名

●
申
し
込
み　

電
話
で
生
活
環
境
課
へ
。

　

う
え
だ
環
境
市
民
会
議
事
務
局（

生
活
環
境
課
内
）

　
　

TEL
23
・
５
１
２
０

第
52
回

短
詩
型
文
学
祭

　

短
詩
型
文
学
作
品（
短
歌
、俳
句
、川
柳
、

現
代
詩
）の
表
彰
式
と
、
部
門
別
研
究
会

を
開
催
し
ま
す
。
応
募
作
品
を
収
め
た
作

品
集
を
当
日
配
布
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
会
議
室
ほ
か

●
内
容　

①
一
般
の
部
、
児
童
・
生
徒
の

部（
小
中
学
生
）の
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、

現
代
詩
の
表
彰
式
、
②
選
者
を
囲
ん
で

の
部
門
別
研
究
会

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他　

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
乗

り
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

心
が
生
き
る
い
の
ち
の
講
座

　

誕
生
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
応
用
し
て
、
命

や
性
に
つ
い
て
肯
定
的
に
と
ら
え
る
意
識

を
つ
く
り
、
か
ら
だ
の
こ
と
、
性せ
い

徴ち
ょ
う

の
こ

と
を
親
子
で
話
し
や
す
い
土
壌
を
つ
く
る

た
め
の
講
座
で
す（
参
加
費
無
料
）。

●
内
容
／
日
時　

①
母
と
娘
の
月
経
教
室

11
月
25
日
㈰
、
②
お
母
さ
ん
の
た
め
の

男
の
子
か
ら
だ
教
室
／
12
月
1
日
㈯
、

③
講
演「
家
庭
で
伝
え
る
い
の
ち
の
話
」

／
12
月
15
日
㈯
。
全
講
座
午
前
10
時
〜

正
午
。

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
会
議
室

●
講
師　

桐
島
真
希
子
氏（
誕
生
学
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

●
対
象　

①
小
学
４
年
生
位
〜
初
潮
前
の

女
子
と
母
親
10
組
、
②
中
学
生
以
下
の

男
子
を
持
つ
母
親
20
名
、
③
成
人
男
女

●
申
し
込
み　

①
②
は
電
話
で
人
権
男
女

共
同
参
画
課
へ
。
③
は
不
要（
託
児
希

望
者（
２
歳
〜
就
学
前
ま
で
）の
み
12
月

7
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
人
権
男
女
共
同

参
画
課
へ
）

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

浮
世
絵
と
創
作
版
画
展

　

提ち
ょ
う

灯ち
ん

や
行あ
ん

灯ど
ん

な
ど
灯と
う

火か

器き

が
題
材
の
浮

世
絵
版
画
と
山
本
鼎
の
創
作
版
画
約
40
点

を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
３
日（
土
・
祝
）〜
23
日

（
金
・
祝
）

●
休
館
日　

11
月
５
・
12
・
19
日
の
月
曜

日
と
６
日
㈫

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
入
館
料　

一
般
４
０
０
円
、
65
歳
以
上

３
０
０
円
、
市
内
在
住
の
高
校
生
以
下

無
料

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

上
小
山
び
こ
会
定
例
会

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
家
族
の
学
習

と
交
流
会
で
す（
会
員
以
外
の
参
加
可
。

参
加
費
無
料
。
申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

11
月
13
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

精
神
障
が
い
者
の
生
活
を
支
え

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
制
度
と
役
割

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

催
し

平成25年上田市成人式
●期日　平成25年１月13日㈰
※成人の日の前日開催です。お間違えのないようご注意ください。

せら知お

地域 中学校通学区域 会　　場 時　　　間

上田

一中・二中・三中 上田市民会館
受付：午後１時～
開式：午後１時30分～

四中・六中 上田創造館
五中 上野が丘公民館
塩田中 塩田公民館

丸子 丸子中・丸子北中 丸子文化会館
受付：午前10時30分～
開式：午前11時～真田 真田中・菅平中 真田中央公民館

武石 依田窪南部中 武石公民館

●対象　平成４年４月２日～平成５年４月１日までに生まれた方
●案内状の発送
・市内在住の方、および転出先の住所が分かる方には、11月下旬に案内状を送付しま
す。

・上田市出身で市外に住民登録している方も出席できます。出席を希望する場合は、
それぞれの問い合わせ先までご連絡ください。案内状をお送りします。

●その他　成人式の企画・運営を行う成人式実行委員を募集しています。実行委員と
して成人式に関わり、思い出に残る成人式にしませんか。

※詳細は、上田市ホームページ、上田市携帯サイトの成人式のページをご覧ください。
　 生涯学習課　TEL23･6370　　 教育事務所　TEL42･3147
　　 教育事務所　TEL72･2655　　 教育事務所　TEL85･2030

上田市携帯サイト
平成25年上田市成人式
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本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
や
家
庭
か

ら
提
供
の
あ
っ
た
本
を
、
希
望
者
に
無
料

で
お
譲
り
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館
第
２
会
議
室

●
そ
の
他　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本

（
全
集
、
百
科
事
典
、
汚
損
・
破
損
し

た
本
は
除
く
）が
あ
り
ま
し
た
ら
、
11

月
15
日
㈭
ま
で
に
上
田
図
書
館
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

上
田
市
消
防
団
音
楽
隊

第
７
回
定
期
演
奏
会

●
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
開
場
１
時
30
分
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館

●
演
奏
曲　

歌
劇「
ア
イ
ー
ダ
」よ
り
凱
旋

行
進
曲
〜
舞
踏
音
楽
、
い
き
も
の
が
か

り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
組
曲「
宇
宙
戦
艦

ヤ
マ
ト
」な
ど

　

上
田
市
消
防
団
事
務
局

　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

信
濃
美
術
館
移
動
展
と

美
術
講
座

◇
信
濃
美
術
館
移
動
展

●
日
時　

11
月
10
日
㈯
〜
11
月
18
日
㈰
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
入
館
は
４

時
30
分
ま
で
。
11
月
12
日
㈪
は
休
館
）

●
場
所　

丸
子
郷
土
博
物
館

●
内
容　

油
彩
画
・
水
彩
画
・
版
画
・
彫

刻
の
展
示

●
観
覧
料　

大
人
３
０
０
円
、
大
学
生

１
５
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料（
常
設

展
の
観
覧
に
は
別
途
入
館
料
が
必
要
）

◇
美
術
講
座

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

丸
子
郷
土
博
物
館

●
内
容　
「
ニ
セ
た
こ
焼
き
or
コ
ロ
ッ
ケ

を
つ
く
ろ
う
！
」と
題
し
、
そ
っ
く
り

だ
け
ど
食
べ
ら
れ
な
い
お
い
し
そ
う
な

た
こ
焼
き
や
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
り
ま
す
。

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い（
参
加
費
無
料
）。

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
定
員　

先
着
20
名

●
申
し
込
み　

電
話
で
丸
子
郷
土
博
物
館

（
TEL
42
・
２
１
５
８
）へ
。

　

長
野
県
信
濃
美
術
館

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
０
０
５
２

講
演
会

「
ス
ポ
ー
ツ
と
人
間
教
育
」

　

丸
子
修
学
館
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周

年
を
記
念
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

（
参
加
費
無
料
。
申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

11
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

30
分（
受
付
１
時
15
分
〜
）

●
場
所　

丸
子
修
学
館
高
等
学
校
新
体
育

　

館
●
講
師　

奥お
く

島し
ま

孝た
か

康や
す

氏（
早
稲
田
大
学
第

14
代
総
長
・
日
本
高
等
学
校
野
球
連
盟

会
長
・
公
益
財
団
法
人
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
日
本
連
盟
理
事
長
）

　

丸
子
修
学
館
高
等
学
校

　
　

TEL
42
・
２
８
２
７

丸
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　
「
ひ
ま
わ
り
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
」の
皆
さ

ん
の
人
形
劇
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

講
演
会「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
を

上
小
地
域
の
風
景
に
し
た
い
」

　

障
が
い
な
ど
に
よ
り
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
が
、
放
課
後
や
休
日
に
地
域
の

企
業
な
ど
で
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共

に
、
仕
事（
ジ
ョ
ブ
）を
す
る「
ぷ
れ
ジ
ョ

ブ
」活
動
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

●
日
時　

11
月
23
日（
金
・
祝
）午
後
1
時

20
分
〜
４
時
30
分

●
場
所　

長
野
大
学
リ
ブ
ロ
ホ
ー
ル

●
講
師　

西
幸さ
ち

代よ

氏（
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
発
案

者
）

●
定
員　

３
０
０
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

11
月
12
日
㈪
ま
で
に
Ｆ
Ａ

Ｘ（
27
・
４
６
２
３
）で
上
小
圏
域
障
害

者
就
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

へ
。

　

上
小
圏
域
障
害
者
就
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局（
西
牧
）　

　
　

TEL
０
９
０
・
４
６
０
５
・
４
５
４
５

　
　
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

上
小
地
域
自
死
遺
族
交
流
会

あ
す
な
ろ
の
会
上
田

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
受
付
１
時
〜
）

●
場
所　

市
内（
詳
細
は
申
込
時
に
お
伝

え
し
ま
す
）

●
対
象　

家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

（
自
死
さ
れ
た
方
の
親
・
配
偶
者
・
兄
弟
・

子
ど
も
）

●
参
加
費　

１
０
０
円
程
度（
お
茶
代
）

●
申
し
込
み　

11
月
14
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ

イ
ベ
ン
ト
教
室
参
加
者
募
集

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会（
ダ
ブ
ル
ス
）

●
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
種
目　

初
心
者
・
初
級
・
中
級
の
男
女

（
中
高
生
の
区
別
は
し
ま
せ
ん
）

●
参
加
費　

１
ペ
ア
６
０
０
円（
会
員
は

４
０
０
円
）

●
持
ち
物　

初
級
・
中
級
は
水み
ず

鳥ど
り

球き
ゅ
う

持
参

（
公
認
球
以
外
も
可
）

●
申
し
込
み　

11
月
10
日
㈯
ま
で
に
電
話

催
し
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ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務

局
へ
。

◇
バ
ラ
エ
テ
ィ
ス
テ
ッ
プ
教
室

●
日
時　

毎
週
月
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
参
加
費　

年
会
費
３
０
０
０
円（
60
歳

以
上
は
２
０
０
０
円
）、
回
数
券
３
０

　

０
０
円（
10
回
分
）

●
持
物　

上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
／
FAX
26
・
５
３
２
０

第
16
回
上
小「
い
い
歯
の
日
」

フ
ェ
ス
タ

●
日
時　

11
月
11
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
０
時
30
分
〜
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

８は
ち

０ま
る

２に
い

０ま
る

達
成
者（
80
歳
で
歯

が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る
方
）の
表
彰
、

講
演
会「
健
や
か
に
歳
を
重
ね
る
た
め

に　

お
口
か
ら
始
め
る
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ

ア
」松
下
健
二
氏（
国
立
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
口こ
う

腔く
う

疾
患
研
究
部
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
田
小
県
歯
科
医
師
会

　
　

TEL
22
・
２
１
６
０

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
杯

ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
交
流
大
会

●
日
時　

11
月
18
日
㈰
午
前
９
時
〜（
集

合
８
時
）

●
場
所　

真
田
体
育
館

●
内
容　

中
学
生
以
上
の
オ
ー
プ
ン
大
会

１
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
15
点
の
リ
ー
グ
戦

●
対
象　

中
学
生
以
上（
男
性
同
士
の
ペ

ア
は
不
可
）

●
定
員　

先
着
24
組

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
さ
な
だ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
３
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

11
月
14
日
㈬
ま
で
に
同

ク
ラ
ブ
の
事
務
局
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
よ
り
郵

送（
〒
３
８
６

－

２
２
０
１
真
田
町
長

７
１
９
３

－

１　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
宛
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
72
・

２
６
７
３
）、
Ｅ
メ
ー
ル（sanadasc@

ued.janis.or.jp

）ま
た
は
事
務
局
窓
口

へ
。

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７

第
９
回
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

上
小
ネ
ッ
ト
情
報
交
流
会

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
前
８
時
30
分
市

役
所
正
面
玄
関
前
集
合
、
午
後
４
時
解

散
●
場
所　

夢む

想そ
う

庭て
い

園え
ん「
こ
も
れ
び
」（
佐
久

市
内
山
）

●
内
容　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
見

学
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
道
具
作
り

（
小
学
校
高
学
年
向
け
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
定
員　

20
名

●
申
し
込
み　

電
話
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

上
小
ネ
ッ
ト
へ

●
今
後
の
予
定　

12
月
15
日
、
平
成
25
年

１
月
19
日
、
２
月
23
日
、
３
月
16
日
の

土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
上
小
ネ
ッ
ト（
末

広
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
５
３
３
・
２
０
７
２

改
正
入
管
法
セ
ミ
ナ
ー

　

７
月
９
日
か
ら
、
新
し
い
在
留
管
理
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
外
国
人
の「
活
動
・

業
務
」、「
雇
用
」、「
結
婚
」、「
事
業
の
海
外

進
出
」時
の
手
続
き
な
ど
実
務
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
で
す（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時　

11
月
27
日
㈫
午
後
３
時
〜
４
時

30
分

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
講
師　

林
辰た
つ

幸ゆ
き

氏（
行
政
書
士
）

●
定
員　

60
名

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
商
工
会
議
所
へ
。

　

上
田
商
工
会
議
所　

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

講
演
会「
ス
ロ
ト
レ
で
一
生

太
ら
な
い
体
の
つ
く
り
方
」

　

ス
ロ
ト
レ
と
は
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
略
で
軽
い
負
荷
で
ゆ
っ
く
り
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
で
す（
参

加
費
無
料
。
申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

11
月
23
日（
金
・
祝
）午
後
１
時

〜
２
時
30
分

●
会
場　

塩
田
公
民
館

●
講
師　

石
井
直な
お

方か
た

氏（
東
京
大
学
大
学

院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授
）

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
３
人
で
一
台
の
ピ
ア
ノ
を

連
弾
で
演
奏
し
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
音
色

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い（
上
田
市
文
化
支

援
事
業
）。

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
後
２
時
開
演

（
開
場
１
時
30
分
）

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

●
出
演　

Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

－

ソ
ワ
レ

－

（
柳
沢
弘
美
氏
、
小
林
陽
子
氏
、
西
沢

さ
ち
子
氏
）

●
入
場
料　

１
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

な
が
の
東
急
、
平
安

堂
上
田
店
・
上
田
し
お
だ
野
店
、
ヒ
オ

キ
楽
器
佐
久
平
店

　

音
楽
を
愛
す
る
会（
瀧
塚
）

　
　

TEL
24
・
７
２
２
４

　
　

催
し
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改
正
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
セ
ミ
ナ
ー

　

企
業
が
60
歳
の
定
年
後
も
希
望
者
全
員

を
65
歳
ま
で
雇
用
す
る
こ
と
な
ど
を
規
定

す
る「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」が
成

立
し
ま
し
た
。
企
業
の
人
員
配
置
の
再
検

討
や
そ
れ
に
伴
う
賃
金
制
度
設
計
の
見
直

し
な
ど
に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時　

11
月
27
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
講
師　

滝
沢
博
文
氏（
社
会
保
険
労
務

士
）

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
商
工
会
議
所
へ
。

　

上
田
商
工
会
議
所

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

第
15
回
民
話

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
う
え
だ

　

今
年
は「
小
泉
小
太
郎
・
蛇
」を
テ
ー
マ

に
民
話
を
語
り
、
15
回
記
念
特
別
講
演
会

も
開
催
し
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時
／
場
所　

11
月
10
日
㈯
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
／
さ
く
ら
国
際
高
等
学
校

体
育
館
、
11
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
／
塩
田
の
里
交
流
館「
と
っ
こ
館
」

●
内
容　

10
日
／
講
演
会「
イ
ン
ド
神
話

の
世
界
」宮
本
久ひ
さ

義よ
し

氏（
東
洋
大
学
教

授
）、
11
日
／
各
地
の
民
話
の
語
り
、

人
形
劇
、
紙
芝
居
、
朗
読
の
発
表
。
お

昼
に
は
小
太
郎
汁
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

　

民
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
斎
藤
）　

TEL
38
・
５
２
２
９

第
８
回
う
え
だ
給
食
ま
つ
り

●
日
時

11
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

東
塩
田
小
学
校
体
育
館

●
内
容　

展
示
コ
ー
ナ
ー（
市
内
小
中
学

校
給
食
の
安
全
、
安
心
、
お
い
し
さ

へ
の「
こ
だ
わ
り
」な
ど
）、
試
食
コ
ー

ナ
ー
、
給
食
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

●
参
加
費　

無
料（
当
日
参
加
可
）

　

う
え
だ
給
食
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局（
上
田
市
職
員
労
働
組
合
内
）

　
　

TEL
27
・
０
２
０
０

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･
教
室

雲
渓
荘　

イ
キ
イ
キ
健
康
教
室

　

簡
単
な
筋
ト
レ
、
認
知
症
予
防
に
効
果

的
な
頭
の
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
で
行
い
、
温
泉

入
浴
後
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
を
食
べ
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
・
20
日
・
27
日
の
火

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

●
場
所　

岳た
け

の
湯
温
泉
雲
渓
荘

●
参
加
費　

１
回
１
５
０
０
円（
入
浴
料
、

食
事
代
含
む
）

●
定
員　

各
20
名

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
入
浴
後
の
着
替
え

●
申
し
込
み　

利
用
日
の
３
日
前
ま
で
に

電
話
で
雲
渓
荘
へ
。

　

岳
の
湯
温
泉
雲
渓
荘

　
　

TEL
85
・
２
２
６
３

旬
の
野
菜
を
使
っ
た

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

●
日
時　

11
月
27
日
、
12
月
11
日
・
18
日

の
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
料
理

●
講
師　

水
沢
り
み
子
氏（
料
理
研
究
家
）

●
定
員　

先
着
16
名

●
参
加
費　

受
講
料
３
０
０
円（
３
回

分
）、
材
料
費
２
０
０
０
円（
３
回
分
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾（
手
拭

い
、
バ
ン
ダ
ナ
可
）、
筆
記
用
具
、
容

器（
持
ち
帰
り
用
）

●
申
し
込
み　

11
月
13
日
㈫
以
降
、
電
話

ま
た
は
西
部
公
民
館
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

米
粉
料
理
教
室

●
日
時　

11
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
頃（
受
付
１
時
〜
）

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館

●
内
容　

米
粉
ピ
ザ
、
米
粉
の
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
、
米
粉
の
八
つ
橋

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
し
込
み　

11
月
７
日
㈬
以
降
、
電
話

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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で
農
政
課
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

●
日
時　

12
月
１
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

簡
単
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
と
き

め
き
洋
風
ち
ら
し
寿
司
、
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
調
理
・
会
食

●
講
師　

菊
地
貴
美
子
氏（
製
菓
衛
生
師
）

●
定
員　

親
子
10
組（
先
着
順
）

●
参
加
費　

親
子
１
組
に
つ
き
１
１
０
０

　

円
●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾（
バ
ン

ダ
ナ
）、マ
イ
カ
ッ
プ（
紅
茶
・
コ
ー
ヒ
ー

用
）

●
申
し
込
み　

11
月
13
日
㈫
午
前
９
時
以

降
電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

男
性
ク
ッ
キ
ン
グ｢

入
門
編
」

　

料
理
の
基
本
を
実
習
し
な
が
ら
、
自
分

に
必
要
な
食
事
量
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

①
11
月
29
日
㈭
、
②
12
月
７
日

㈮
、
③
12
月
19
日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後

０
時
30
分

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

１
階
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

①
炊
飯
と
お
に
ぎ
り
作
り
、
②

み
そ
汁
と
簡
単
な
お
か
ず
作
り
、
③
１

食
分
の
料
理
作
り

●
対
象　

男
性

●
定
員　

20
名
程
度

●
参
加
費　

３
回
で
５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ぬ
ぐ
い
、
三

角
巾
な
ど
頭
を
覆
う
も
の
、
ふ
き
ん

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
丸
子
健
康
福
祉
課
へ
。

　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
７

喫
茶
ル
・
パ
ス
タ
ン

文
化
講
座

◇
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
で
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
29
日
㈭
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
申
し
込
み　

11
月
26
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
へ
。

◇
お
正
月
リ
ー
ス

　

ス
ト
ロ
ー
リ
ー
ス
で
華
や
か
な
正
月
飾

り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
10
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
申
し
込
み　

12
月
３
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
へ
。

◇
共
通
事
項

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
交

流
サ
ロ
ン

●
講
師　

出
川
幸さ
ち

代よ

氏（
国
際
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
協
会
認
定
講
師
）

●
定
員　

各
15
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円（
材
料
費
、
お

茶
代
含
む
）

●
持
ち
物　

ハ
サ
ミ
、
エ
プ
ロ
ン

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

凧
作
り
教
室

●
日
時　

12
月
２
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
武
石
と
も
し
び
博

物
館
へ
。

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

地
域
福
祉
講
座（
第
４
回
）

●
日
時　

11
月
12
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
演
題　

ピ
ン
ピ
ン　

キ
ラ
リ
の
健
康
管

理

－

脳
ト
レ　

筋
ト
レ　

脂
肪
ト
レ

－

●
講
師　

中
村
崇た
か
し

氏（
医
療
法
人
ア
レ
ッ

ク
ス
副
理
事
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
久
平

総
合
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
、

理
学
療
法
士
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
西
部
公
民
館
窓
口
へ（
当
日
参
加

可
）。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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講
座
・
教
室

リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法
や
、
こ

こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま

せ
ん
か（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時　

11
月
22
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

（
受
付
１
時
30
分
〜
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演
／
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気

づ
こ
う
〜
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
こ
こ
ろ

の
病
気
と
対
処
〜
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
実
践
／
こ
こ
ろ
と
体
を
ほ
ぐ
す
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法（
自
律
訓
練
法
）

●
講
師　

笠
井
昇
氏（
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
申
し
込
み　

11
月
５
日
㈪
〜
11
月
21
日

㈬
に
電
話
で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

ア
ド
ビ　

イ
ン
デ
ザ
イ
ン

Ｃ
Ｓ
5.5
で
広
報
紙
を
作
ろ
う

　

レ
イ
ア
ウ
ト
ソ
フ
ト
のA

dobe InDesign 
CS5.5

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
実
際
の

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
デ
ー
タ
を

使
用
し
、
見
開
き
４
ペ
ー
ジ
の
印
刷
物
を

作
る
方
法
を
学
習
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
２
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ

　

ー
●
対
象　

Illustrator

ま
た
はW

ord

で
文

書
の
作
成
が
で
き
る
方

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

別
途
２
９
４
０
円
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
講
師　

寺
島
智と
も

子こ

氏（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
期
間　

平
成
25
年
１
月
〜
12
月
の
月
〜

水
曜
日
の
う
ち
週
１
回

●
場
所　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
初
心
者（
当
教
室
で
以
前
受
講
し

た
方
、
他
の
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
で

受
講
経
験
が
あ
る
方
は
除
く
）

●
定
員　

50
名
程
度

●
受
講
料　

１
ヶ
月
１
２
０
０
円（
資
料
・

テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

●
申
し
込
み　

11
月
30
日
㈮
ま
で
に
同
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
で
窓

口
へ
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

皮
膚
の
日

市
民
公
開
講
座

　

日
本
臨
床
皮
膚
科
医
会
長
野
県
部
会
で

は
、
11
月
12
日
の「
皮
膚
の
日
」に
合
わ
せ

て
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す（
参
加

費
無
料
。
申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

11
月
11
日
㈰
午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

講
演「
た
か
が
湿
疹
、
さ
れ
ど

湿
疹
」奥
山
隆り
ゅ
う

平へ
い

氏（
信
州
大
学
医
学
部

皮
膚
科
教
授
）

●
定
員　

先
着
50
名

　

皮
膚
の
日
市
民
公
開
講
座
事
務
局

　
　
（
渡
辺
）　

TEL
29
・
１
１
１
２

生
涯
楽が
く

習し
ゅ
う

上
田
自
由
塾

冬
季
講
座

●
講
座
名（
対
象
・
定
員
）／
日
時
／
場
所

・
ぐ
る
ん
ぱ
の
ク
ッ
キ
ー
に
挑
戦（
中
学

生
以
下
25
名
、
小
学
３
年
生
ま
で
は
保

護
者
同
伴
）／
11
月
23
日（
金
・
祝
）午

前
10
時
〜
／
塩
田
公
民
館

・
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
グ

カ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
ょ
う（
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
８
組
）／
12
月
１
日
㈯

午
後
１
時
〜
／
城
南
公
民
館

・
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ッ
ズ
フ
ラ
ワ
ー（
小
学

生
12
名
、
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護
者

同
伴
）／
12
月
２
日
㈰
午
前
９
時
30
分

〜
／
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

・
親
子（
孫
と
）で
作
ろ
う
〜
羊
毛
フ
ェ
ル

ト
で
ク
リ
ス
マ
ス
〜（
小
学
生
以
上
10

組
、
１
組
４
名
ま
で
）／
12
月
２
日
㈰

午
前
９
時
45
分
〜
／
上
田
図
書
館

・
簡
単
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
に
挑
戦（
小

中
学
生
と
保
護
者
８
組
）／
12
月
２
日

㈰
午
前
10
時
〜
／
城
南
公
民
館

・
親
子
で
楽
し
む〝
パ
ン
＆
料
理
〞工
房

（
小
学
１
年
生
以
上
の
親
子
10
組
）／
12

月
９
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
／
城
南
公

民
館

＜広告欄＞
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市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
教
室（
小
学

生
10
名
）／
12
月
９
日
㈰
午
前
10
時
〜

／
中
央
公
民
館

・
英
語
で
楽
し
む
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の

絵
本（
小
学
５
年
生
以
上
か
ら
大
人
10

名
、
小
学
４
年
生
以
下
は
英
検
５
級
程

度
な
ら
可
）／
12
月
９
日
㈰
午
前
10
時

30
分
〜
／
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

・
お
う
ち
カ
フ
ェ　

親
子
手
作
り
パ
ン
教

室（
小
中
学
生
と
保
護
者
、
午
前
午
後

各
12
組
）／
12
月
16
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
上
野
が
丘

公
民
館

●
申
し
込
み　

11
月
９
日
㈮
以
降
、
は
が

き
に
希
望
講
座
名
、住
所
、氏
名
、学
年
、

連
絡
先
を
記
入
の
上
、郵
送（
〒
３
８
６

－

０
０
１
７　

踏
入
２

－

１

－

15
池
野

第
二
ビ
ル
２
階　

生
涯
楽
習
上
田
自
由

塾
宛
）で（
各
講
座
先
着
順
）。

●
そ
の
他　

講
座
に
よ
っ
て
材
料
費
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
公
民
館
設
置

の
冬
季
カ
タ
ロ
グ
、
ま
た
は
生
涯
楽
習

上
田
自
由
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.geocities.jp/uedajiyujuku/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾　

　
　

TEL
22
・
６
８
４
０

上
小
地
方
の
４
古
塔
の
う
ち
一
番
大
き
な
三
重
塔

「
信し
な
の
こ
く
ぶ
ん
じ
さ
ん
じ
ゅ
う
の
と
う

濃
国
分
寺
三
重
塔
」

　
「
八
日
堂
縁
日
」や
蓮は
す

の
花
で
親
し
ま
れ
て
い
る
信
濃
国

分
寺
は
、
信
濃
国
分
寺
史
跡
公
園
の
北
側
の
一
つ
高
い
段

丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。
聖し
ょ
う

武む

天
皇
の
詔
み
こ
と
の
り

に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
古
代
の
国
分
寺
が
平
安
時
代
後
期
に
衰
退
し
、
こ

の
場
所
に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
お
寺

の
伝
え
で
は
、
源み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
が
善
光
寺
参さ
ん

詣け
い

の
帰
り
に
修
興
を

命
じ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
田
・
小
県
地
方
に
は
、
４
つ
の
三
重
塔
が
あ
り
ま
す

が
、
国
分
寺
の
三
重
塔
は
そ
の
な
か
で
も
一
番
大
き
く
、

堂
々
と
し
た
塔
で
す
。

　

こ
の
三
重
塔
は
室
町
時
代
中
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
少
し
強
く
反
っ
た
三
層
の
屋
根
が
美
し
い
曲
線
を
描

き
、
外
観
は
和わ

様よ
う

で
統
一
さ
れ
落
ち
つ
き
整
っ
た
建
物
で

す
。

　

内
部
は
４
本
の
柱
の
中
央
に
仏ほ
と
け

様さ
ま

を
安
置
し
、
天
井
は

そ
の
部
分
だ
け
を
高
く
し
、鏡か
が
み

天て
ん

井じ
ょ
う

が
は
っ
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
天
井
の
外
側
の
四
方
は
禅ぜ
ん

宗し
ゅ
う

様よ
う

に
使
わ
れ
る「
如に
ょ

意い

頭と
う

文も
ん

」と
い
う
珍
し
い
飾
り
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

信
濃
国
分
寺
に
は
こ
の
他
に
も
本
堂
や
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

符ふ

な

ど
の
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
寺
が
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
官か
ん

寺じ（
国
立
の
寺
院
）か
ら
地
域
の
人
々

に
信
仰
さ
れ
る
寺
へ
と
変
わ
り
、
藩
主
か
ら
庶
民
ま
で
の

す
べ
て
の
人
々
に
大
切
に
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

＜広告欄＞

鏡天井

如意頭文

信濃国分寺三重塔

※内部は公開できません。



16

あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

情報

Information A La Carte

講
座
・
教
室
／
募
集

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
73
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
講
演　
「
周し
ゅ
う

術じ
ゅ
つ

期き

の
口こ
う

腔く
う

ケ
ア
に
つ
い

て
〜
が
ん
治
療
の
前
に
口
腔
ケ
ア
を
行

お
う
〜
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
。
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

木
屋
平
は
じ
め
て
講
座

●
内
容
／
日
時　

①
北
国
街
道
建
築
散

策
／
11
月
18
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
、
②
向こ
う

源げ
ん

寺じ

と
小
林
一
茶（
見
学
・

講
座
）／
11
月
23
日（
金
・
祝
）午
後
２

時
〜
午
後
３
時
30
分
、
③
北
国
街
道

「
家
」と「
町
」の
歴
史（
座
談
会
）／
11
月

25
日
㈰
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
、
④
正

月
飾
り
づ
く
り（
体
験
）／
12
月
２
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午
、
⑤
上
田
の
正
月
文

化（
講
演
会
）／
12
月
２
日
㈰
午
後
１
時

〜
午
後
２
時
30
分
、

●
場
所　

①
上
田
市
民
会
館
前
集
合
、
②

向
源
寺
、
③
〜
⑤
丸
山
邸「
木き

屋や

平ひ
ら

」

●
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円（
各
回
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州

上
田
文
化
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
上
田
文
化
デ
ザ
イ

ン
研
究
会（
山
崎
）

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
５
０
・
５
８
３
３

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
協
議
会
委
員
を
募
集

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
他
の
審
議
会
へ
参
画

さ
れ
て
い
る
方
は
、応
募
で
き
ま
せ
ん
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
の
内
容　

少
子
化
、
地
域
で
の
子

育
て
環
境
に
関
す
る
こ
と
や
、
上
田
市

次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
の
推

進
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。

●
応
募
方
法　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援

課
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
に
よ
り

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
締
切　

11
月
16
日
㈮

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

丸
子
霊
園
の
利
用
者
募
集

●
所
在
地　

上
丸
子
１
２
２
２
番
地

●
区
画
数　

１
種（
3.3
㎡
）３
区
画
、
２
種

（
4.9
㎡
）10
区
画
、
３
種（
6.6
㎡
）３
区
画

●
管
理
料（
年
間
）　

１
種
１
０
０
０
円
、

２
種
１
５
０
０
円
、
３
種
２
０
０
０
円

●
永
代
使
用
料　

１
種
５
万
８
０
０
０

円
、
２
種
８
万
７
０
０
０
円
、
３
種
11

　

万
６
０
０
０
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
。

●
申
し
込
み

11
月
12
日
㈪
〜
22
日
㈭
に

丸
子
市
民
生
活
課
に
あ
る
申
込
用
紙
で

窓
口
へ
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

上
田
市
霊
園
の
利
用
者
募
集

●
所
在
地　

諏
訪
形
１
７
５
６
番
地

●
区
画
数　

4
区
画（
６
㎡
）

●
管
理
料（
年
間
）　

１
４
０
０
円

●
永
代
使
用
料　

16
万
８
０
０
０
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
遺
骨
を
自
宅
に
安
置
し
て
い
る
方（
死

体
埋
火
葬
許
可
証
の
写
し
が
必
要
）

②
遺
骨
を
親
せ
き
な
ど
の
墓
地
に
仮
埋
葬

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
遺
骨
を
寺
社
な

ど
に
預
け
て
い
る
方
。（
寺
社
ま
た
は
墓

地
管
理
者
の
証
明
が
必
要
）

●
申
込
期
間　

11
月
12
日
㈪
〜
22
日
㈭
に

生
活
環
境
課
に
あ
る
指
定
の
申
込
用
紙

で
窓
口
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

武
石
沖
自
治
会
の
北
側
に
位
置
す
る
小
山
城じ
ょ
う

址し

は
、
戦
国
時
代
か

ら
の
遺
構
や
戸と

隠が
く
し

講こ
う

、
御お
ん

嶽た
け

講こ
う

の
石
碑
が
残
る
歴
史
の
山
で
あ
り
、

ま
た
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
狩
り
な
ど
が
で
き
る
里
山（
通
称「
小
山
」）と

し
て
区
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
遊
歩
道

や
山
頂
周
辺
の
倒
木
な
ど
山
の
手
入
れ
が
さ
れ
ず
、
荒
廃
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
気
軽
に
登
り
、
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る
里
山
公
園
と
し

て
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
、
今
年
度
、

わ
が
ま
ち
応
援
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
へ
応
募
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

自
治
会
内
に「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
38
名
の
会

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
応
援
団
事
務
局
の
竹
内
茂
さ
ん
は
、「
世
代

を
越
え
て
多
く
の
会
員
が
、
幅
広
く
環
境
整
備
活
動
に
携
わ
る
こ

と
で
、
地
域
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
き
っ
か

け
に
し
た
か
っ

た
」と
話
し
ま

す
。

　

７
月
29
日
に

は
、
沖
公
民
館

と
小
山
城
址

で
、
児
童
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ふ
る

さ
と
応
援
団
が

共
催
で「
小
山
城
址
探
訪
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
会
」を
開
催
し
、
約
50
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
公
民
館
で
行
わ
れ
た「
火
お
こ
し
体
験
」で
は
、

子
ど
も
た
ち
は
応
援
団
の
指
導
の
も
と
、
木
の
摩
擦
熱
を
利
用
し
た

り
、
火
打
ち
石
を
使
っ
て
古
代
の
火
お
こ
し
技
術
を
体
験
。
探
訪
ハ

イ
キ
ン
グ
で
は
、
応
援
団
が
子
ど
も
た
ち
へ
小
山
城
址
の
歴
史
な
ど

を
説
明
し
な
が
ら
歩
き
、
遊
歩
道
の
途
中
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と

同
じ
６
３
４
ｍ
の
高
さ
に
設
置
し
た
看
板
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
影

し
ま
し
た（
左
上
写
真
）。
竹
内
さ
ん
は
、「
交
流
会
は
ぜ
ひ
来
年
も
開

催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
行
え
る
活
動
を
計
画
し
、
将
来
的
に
は
小
山
を
公

園
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

世
代
を
越
え
た
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
に

里
山
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

武石沖自治会

武石沖自治会では、わがまち魅
力アップ応援事業の自治会を対
象とした、個性あるふるさとづ
くり事業の採択を今年度受け、
自治会の象徴である小山城址周
辺を、里山公園として整備しよ
うと、５カ年計画で「里山整備・
子供大人世代間交流『ふるさと
応援団』」事業を行っています。
４月には沖公民館と隣接の諏訪
神社周辺へ花桃、ツツジ、モミ
ジなど約100本を植える植樹祭
を、６月には登山道整備や倒木
処理作業などを実施しました。
定期的に発行する会報「ふるさ
と応援団」により、活動内容を
自治会員へ報告しています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

ふ
る
さ
と
応
援
団（
加か

藤と
う

敏と
し

雄お

さ
ん
・
田た

中な
か

千ち

玄は
る

さ
ん
・
竹た
け

内う
ち

茂し
げ
る

さ
ん
）

＜広告欄＞



四ツ葉ス
ケッチ

　10月４日、上田市と友好提携都市で
ある東京都練馬区の大泉第三小学校の
５年生117人と武石小学校５年生30人
が武石小学校の学

がっ

校
こう

田
でん

で稲刈りを行い
ました。
　体育館で武石小全校児童との交流会
が行われた後、両校の５年生は、学校
田へ移動して稲刈りを始めました。両
校混じって班を作り、稲を刈る、運ぶ、
束ねる、はぜにかける作業をそれぞれ
交代しながら行いました。水田は少し
ぬかるんでいましたが、子どもたちは
上手に歩き、慣れないながらも稲刈り
を楽しみ、中には、稲刈りよりも田ん
ぼにいるカエルやイモリに夢中の児童
もいました。練馬区の児童は「稲を束ね
るのが難しかったけど、武石のお友だ
ちにコツを教えてもらい上手にできた」
「田んぼの土の感触が気持ちよかった」
と話していました。
　収穫されたもち米は、後日、大泉第
三小学校へ贈られます。また、武石小
学校では学校田を管理してくれた地元
の教育ボランティアの皆さんを招き、
収穫祭を計画しています。

実
り
の
秋
！

練
馬
区
児
童
と
稲
刈
り
交
流

本物のオペラに触れる

　

10
月
３
日
、
中
塩
田
小
学
校
の
体
育
館

で
、
市
の
わ
く
わ
く
芸
術
体
験
事
業
が
行

わ
れ
、
６
年
生
１
０
２
人
が
、
オ
ペ
ラ
歌

手
岡
本
泰や
す

寛ひ
ろ

さ
ん（
テ
ノ
ー
ル
）、
秋
本
健け
ん

さ
ん（
バ
リ
ト
ン
）、
ピ
ア
ノ
の
大
森
晶あ
き

子こ

さ
ん
の
３
人
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

わ
く
わ
く
芸
術
体
験
事
業
は
、
豊
か
な

感
性
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る

た
め
、
プ
ロ
の
芸
術
家
の
演
奏
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
子
ど
も
た
ち
が
間
近
で
鑑
賞
し
、
芸
術
に
親

し
み
興
味
や
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
る
も

の
で
、
教
育
委
員
会
が
市
内
小
中
学
校
を
対
象
に

募
集
し
、
選
定
さ
れ
た
学
校
に
芸
術
家
を
派
遣
す

る
も
の
で
、
今
年
度
は
こ
の
ほ
か
に
和
太
鼓
演
奏

や
落
語
な
ど
５
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
は
間
近
で
生
の
声
楽
や

ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。
マ
イ
ク
を
通
さ
な

く
て
も
大
勢
の
人
を
魅
了
で
き
る
響
き
の
あ
る
声

に
、
子
ど
も
た
ち
は
感
激
し
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に

イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

６
年
１
組
の
高
橋
史ふ
み

華か

さ
ん
は「
生
の
声
で
こ

ん
な
に
大
き
な
声
が
出
せ
る
の
か
と
び
っ
く
り
し

ま
し
た
」、
６
年
２
組
の
柳
澤
龍り
ゅ
う

星せ
い

さ
ん
は「
初
め

て
バ
リ
ト
ン
の
声
を
聞
い
て
、と
て
も
き
れ
い
で
、

す
ご
い
と
思
っ
た
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

わくわく芸術体験
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　10月７日、丸子総合体育館で、丸子修学館高等学校創
立100周年記念イベントのジャンボのり巻き大会が、げん
きまるこ産業フェスタ2012のイベントとして開催され、
約300人が参加しました。
　会場には、体育館フロア部分に100ｍ、ステージ上に50
ｍの焼き海苔が用意され、丸子修学館高等学校の若林真

ま

央
お

生徒会長（３年）の「エイ・エイ・オー」の掛け声で、参加者
全員が、酢めしを平らに延ばす作業から取りかかり、酢め
しの上に桜でんぶや卵焼きなどが順番に並べられた後、巻
きすで具材を巻き込む際には、館内放送でタイミングを
計って一気に巻き込みました。でき上がったのり巻きは、
全員で一斉に持ち上げて完成を祝いました。
　このイベントを主催したげんきまるこ産業フェスタ実行
委員会の久保山修委員長（上田市商工会会長）は「丸子修学
館高等学校100年の伝統に敬意を表し、これからの50年間
でさらに発展してもらいたいという思いを込めて、150ｍ
のジャンボのり巻きを作りました」と話していました。

　

10
月
５
日
、
長
小
学
校
で
救
急
救

命
に
関
す
る
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
授
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
防

犯
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
に
警
備
会
社
が
全
国
の
小
学
校
で

行
っ
て
い
る
防
犯
授
業
で
、
今
回
は

長
小
学
校
の
５
・
６
年
生
37
人
が
救

急
救
命
・
命
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
と

し
た「
人
の
命
を
助
け
る
っ
て
何
だ

ろ
う
」と
い
う
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

適
切
な
救
急
救
命
に
よ
り
救
う
こ

と
が
で
き
る
命
が
あ
る
こ
と
、
そ
の

た
め
に
は
思
い
や
り
の
心
と
勇
気
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
と

い
う
話
を
聞
き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
や
救
急
救
命
の
行
動
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
庭
に
人
が
倒
れ
て
い
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
周
囲
へ
の

協
力
の
求
め
方
や
１
１
９
番
通
報
の
方
法
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
っ
て
実
際
の
行
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
一
之
瀬
弘ひ
ろ

聖あ
き

さ
ん
は「
正
し
い
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
も
し
人
が
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
遭そ
う

遇ぐ
う

し

た
ら
積
極
的
に
行
動
し
役
に
立
ち
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

とっさの時の対処方法を体験

命を助けようと行動する勇気を

１
５
０
ｍ
の
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
大
会

地
域
に
愛
さ
れ
た
１
０
０
年
、こ
れ
か
ら
の
50
年
に
思
い
を
込
め
て
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人の動き（平成24年10月１日現在）

　

上
田
城
太
鼓
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
上
田
城
太

鼓
ま
つ
り「
大
人
編
」を
、９
月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
雨
天
の
た
め
市

民
会
館
の
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
市
内
で
活
動
す
る

９
太
鼓
団
体
に
よ
る
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

太
鼓
ま
つ
り
は
、
青
少
年
健
全
育
成
、
生
涯
教
育
、

地
域
伝
統
芸
能
の
継
承
を
目
的
に
、桜
の
季
節
に「
ジ
ュ

ニ
ア
編
」を
、
紅
葉
の
季
節
の
さ
き
が
け
と
し
て
初
秋

に「
大
人
編
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
、
発
足
15
周

年
の
記
念
と
な
る「
信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
保
存
会
」や

「
信
州
塩
田
平
・
和
願
太
鼓
」の
皆
さ
ん
を
筆
頭
に
打
ち

鳴
ら
さ
れ
た
太
鼓
の
響
き
は
、
と
て
も
力
強
く
、
勇
気

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

上
田
城
太
鼓
ま
つ
り
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
合

同
演
奏
が
あ
り
ま
す
。
約
１
５
０
人
の
打
ち
手
に
よ
り

行
な
わ
れ
る
演
奏
は
、と
て
も
迫
力
が
あ
り
圧
巻
で
す
。

小
学
１
年
生
か
ら
70
歳
を
超
え
る
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
が
年

齢
差
を
超
え
て
一
つ
に
な
っ
て
演
奏
を
行
い
、
観
客
の

皆
さ
ん
か
ら
は「
太
鼓
の
響
き
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。
こ
れ
こ
そ
が
、
絆き
ず
な

で
す
ね
」と
褒ほ

め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

太
鼓
の
音
は
、「
祈
り
」「
願
い
」「
感
謝
」の
響
き
と
い

わ
れ
、
遠
く
縄
文
の
時
代
か
ら
現
在
の
太
鼓
音
楽
ま

で
、
永
く
私
た
ち
の
生
活
に
と
け
込
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
市
内
外
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
太
鼓
を
通
じ
て
、
平

和
で
絆
の
あ
る
社
会
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

上
田
城
太
鼓
ま
つ
り「
大
人
編
」を
開
催

記
事
投
稿
／
上
田
城
太
鼓
ま
つ
り
実
行
委
員
会
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